
学校だより
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校訓 継続は力なり

カウントダウン
校長 岡田 英行

３月は、弥生（やよい）とも呼ばれます。草木が「弥」（いよ
いよ）「生」い茂る月であることが語源だそうです。一段と高ま
る春本番の気配を感じながら、新年度への期待をふくらませる
のが３月です。４月から始まる新しい生活や新しい出会いを思
い描き、不安の中にもワクワクと心躍らせている人も少なくな
いでしょう。
その一方で、３月は別れの季節でもあります。進級・卒業に
よって、今まで一緒に過ごした仲間や住み慣れた教室から離れ
なければなりません。残り少ない時間を惜しみつつ、別れの日
に向かって一歩一歩進んでいくのが３月です。
この時期、期待や不安、寂しさ等が入り混じった感情を一層
掻き立てるのが、日めくりカレンダーです。生徒と担任の手作
りによる作品で、教室や廊下に掲示されています。１枚めくる
ごとにカウントダウンとなって、「あと○○日」の数はで減って
いくのですが、逆に今日一日の持つ重さは増していきます。

さて、カウントダウンと聞いて思い浮かべる代表格は、ロケットの発射場面だと思います。
「９・８・７……」と秒読みが進むにつれて徐々に緊張が高まり、「…３・２・１・０」の「０」
で轟音をとどろかせて空高く昇って行きます。以前から気になっていたのですが、「０」がカ
ウントされる前に、既にエンジン噴射は始まっています。つまり、エンジン点火から機体上昇
までに若干の時間がかかるのです。そこでスペースシャトルを例に調べてみると、そこには緻
密に計算された発射手順がありました。
そもそも、シャトル本体は備え付けのメインエンジンだけでは自らの巨体を持ち上げられな

いため、打ち上げてからの２分間は補助ロケットの力を借りるのですが、まず発射６．６秒前
にメインエンジンに点火し、３秒以内に出力１００％に達します。続いて補助ロケットに点火。
この瞬間がカウント０の発射時刻です。シャトル本体も、補助ロケットに頼ってばかりではあ
りません。３基のメインエンジンの出力を１０４％に上げて、推進力を高めます。

カレンダーの最後の１枚は、３年生が３月１３日（金）の卒業式、１・２年生が３月２６日
（木）の修了式です。今回の新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休業のため、最後
の日をみんなと過ごすことができなくなりました。離れた場所にいても、一人一人がロケット
発射に倣ってカウントダウンしましょう。カウント０になる前にスタートスイッチをＯＮにし
て徐々に出力を高め、発射の瞬間には１００％を超える力を出して新年度を迎えてください。

＜お礼＞
去る１月３０日(木)の早朝、本校男子生徒が登校途中に体調不良で歩道上

に倒れ込んでいたところ、近隣にお住まいの方や通勤途中の方が親切に介抱
してくださいました。その後、様子を見守っておりますが、元気に学校生活
を送っています。改めまして、心より感謝申し上げます。
また、今年度も保護者・地域の皆様には、本校の教育活動に様々なご協力

をいただき、誠にありがとうございました。併せてお礼申し上げます。

鴻巣市立吹上中学校
教育目標
①進んで学ぶ生徒
②心豊かな思いやりのある生徒
③たくましい生徒
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◇２月の吹中

３ 月 の 主 な 予 定 令和２年度 ４ 月 の 主 な 予 定
１ 日 １ 水 春季休業日
２ 月 県公立高校入試（実技・面接検査） ２ 木 生徒による転入職員歓迎会
３ 火 ３ 金
４ 水 県公立高校追検査 第９回PTA運営委員会 ４ 土
５ 木 ５ 日
６ 金 ６ 月
７ 土 第３回学校評議員会議・学校評価懇話会 ７ 火 ３年準備登校
８ 日 ８ 水 始業式・入学式
９ 月 県公立高校入学許可候補者発表日 ９ 木 弁当持参 生徒会オリエンテーション 進級写真
10 火 臨 10 金 給食開始 身体測定
11 水 11 土
12 木 時 12 日
13 金 第73回卒業証書授与式＜３年のみ＞ 13 月
14 土 休 14 火 授業参観・保護者会
15 日 15 水 新体力テスト
16 月 業 16 木 全国学力・学習状況調査（中３国数）
17 火 17 金
18 水 日 18 土
19 木 19 日
20 金 春分の日 20 月
21 土 21 火
22 日 22 水 埼玉県学力・学習状況調査（中１・２・３）
23 月 23 木 歯科検診
24 火 24 金 離任式・ＰＴＡ総会
25 水 25 土 ふれあいウォーキング
26 木 26 日 現時点での
27 金 学年末休業日 27 月 主な予定のみを
28 土 28 火 記載しています。
29 日 29 水 昭和の日
30 月 30 木
31 火

◇13・14日、 20・21日（木・金）学年末テスト

◇７日（金）いのちの授業（１年）◇５日(水) 進路学習会（２年）

～部活動終了とともに校歌斉唱～

◇19日(水) なかよし作品展（あすなろ学級）

受賞おめでとう（主な表彰）
○鴻巣市書きぞめ展

推薦（県展出品） ３年／森田 乃菜
推薦 ３年／小暮 彩佳

○北足立北部小・中学校児童生徒美術展
特選（県展出品） １年／西田 弥生
特選 ３年／小川 祝

○全国教育美術展
特選 １年／古屋 尚紀・宇佐 麗愛

２年／小野 紅空・森川 凜
奈良谷眞広

３年／棚原 陽

１・２年と３年で１週間の時間

差を設けての学年末テストでし
た。朝、早めに登校して、まとめ
の勉強に取り組んでいる生徒もい

ました。「家でも勉強してきた？」
の声掛けに、明るく元気に「はい。」
と自信をもって答えていました。
計画的な家庭学習と積極的な授

業参加は、学力向上の両輪です。
そして、テストが終わった時こそ、
学習習慣をしっかり定着させるチ

ャンスです。

あすなろ学級で
作った美術・工芸
作品が、クレアの
ホールに展示され

ました。どれもカ
ラフルで、見応え
があります。他校

生徒の作品も、じ
っくり鑑賞するこ
とできました。

県立・私立８つの高校の先生が、
高校生活や授業の様子を熱心に説明

してくれました。２年生は２つの高
校の話を聞き、質問も活発でした。
生徒の真剣な表情と引き締まった態

度に目を丸くし、先生方からは「連
れて帰りたい生徒ばかりでした。」と
いう感想をいただきました。

鴻巣市健康づく
り課を通じて、講
師の先生をお招き

しました。
大切な身近な人

のいのちを失った

悲しみや、悩みを
解決するための様
々な方法をお話し
いただきました。

最後の合唱に感
激していました。

下校時刻が迫る中、部活動
を終えた生徒たちは、大急ぎ
で用具の片付けとグラウンド

整備に取り掛かります。そし
て、横一列に整列。みんなで
元気よく校歌を歌います。
腹の底から振り絞る歌声が、

あちこちの部から聞こえてき
ます。競い合うかのように重
なり合って響く校歌は、校舎

にぶつかって跳ね返ってきま
す。実に頼もしい姿です。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、３月２日（月）～２６日（木）は市内小・中学校の臨時休業日となりました。ご理解とご協力をお願いします。




